








要約

地域の障害児の発見と療育のあり方に関する実態調査を開始するに当り、本年度は予備調

査として、精神発達障害の早期発見における 1歳 6か月健診の寄与に関して評価を行った。

その結果、障害児全体のうち、1 歳 6 か月健診での指摘率は、精神発達遅滞児で約 2 割、

自閉症、多動傾向(ADD)の児で約 4 割であった。また、1 歳 6 か月健診までに障害を指摘

されていなかった精神発達障害児(精神発達遅滞、自閉症、多動傾向)のうち、約半数が健

診で障害を初回指摘され、半分が指摘されなかった。精神発達障害のスクリーニングに比

較的有用な発達項目は"指さし"、"積木"であったが、その他の項目は偽陰性が多かった。

なお、障害の指摘においては心理判定員の果たす役割が大きかった。


